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１ タイトル 

 創立 120周年記念事業並びに全国盲学校弁論大会開催される 
２ 取組の概要 

 今年度は本校にとって大きなイベントが、二つありました。一つは、創立120周年記念

事業です。本校は明治31年2月11日に創設され、今年で120周年を迎えました。これに伴う

周年行事として記念式典、記念文化祭、記念演奏会を開催しました。二つ目は、全国盲学

校弁論大会です。これは、全国各地で毎年開かれており、10年に一度本校が主管校として

開催しています。 

３ 内容 

（１）創立120周年記念事業  2018年10月27日（土） 

  本校体育館を会場に、午前9時より記念式典を挙行し、学校に対し功労のあった方々

に感謝状を贈呈しました。生徒代表あいさつでは、伝統を守ることの尊さ、将来への期

待と決意が述べられました。その後、記念の文化祭が開かれ、各学部の歌や踊りや演奏

などの発表があり、会場から盛大な拍手が送られました。午後は、記念演奏として「千

響」の皆様による太鼓の演奏を楽しみました。また、太鼓や衣装に触れる体験もありま

した。 

（２）全国盲学校弁論大会  2018年10月5日（金） 

  コラッセふくしまの多目的ホールを会場に開催された本大会では、全国7ブロックの

予選を勝ち抜いた9名の弁士らにより熱のこもった発表が繰り広げられました。本校か

ら東北地区代表として出場した専攻科理療科の生徒は、特別賞を受賞することができ、

また、大会も成功裏に終えることができました。どちらのイベントも児童生徒にとって

歴史の一コマに立ち会えたことは貴重な経験になったようです。 

 

 

 

 

 

 

４ 参加者の感想 

・自分で太鼓をたたく体験ができてよかった。（記念演奏 児童） 

・120周年という記念すべき式典に立ち会えたことをうれしく思います。生徒会長のあい

さつがよかったです。（記念式典 生徒） 

・全国から集まった弁士の皆さんの、熱い思いや決心を聞くことができ、自分にも良い刺

激となりました。（弁論大会 生徒） 

・感動をありがとうございました。皆さんの生き方がしっかりと伝わってきました。（弁

論大会 来賓） 
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